








1.はじめに 

小児白血病は,近年寛解率の向上,長期生存者の増加を呈し注目を引いている。しかし,未だ

に小児の死因としては,上位を占め,死を避けることのできない患児が多数存在し,ターミ

ナル・ケアを必要とすることの多い疾患である。 

しかし,我国では,小児のターミナル・ケアに対し,実地・臨床上の配慮が充分でないと考え

られるため,前回本研究班において「小児白血病のターミナル・ケア」について報告した。 

今回は,前回の続報として,同様のアンケート用紙に質問事項を加えて調査した。 

我々は,本報告において,11 項目の質問内容(表 2参照)のうち「死」についての項目を選び,

小児白血病患児を中心とした患児の死の不安の検討を行なった。 

ターミナル時に,患児が死をいかに考え,どの程度の死の不安を持っているのか,どのよう

に死の不安を表現するのかについて,我々,医療スタッフが認識する事は,患児の行動,表現

を理解し,ケアを行なっていく上で,有意義な役目を果たすと思われた。具体的には,1)患児

の死の不安の年齢別変遷,2)疾患別患児の死の不安について報告する。 


